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地域の歴史に親しむ講座  

「大江広元とその周辺」 

＊事前申込不要・無料 

 日 時 9 月 2０日（土） 

午後２時～午後４時 

 場 所 津島市立図書館 ２Ｆ大集会室 

 講 師 伊藤芳紀氏（天王文化塾） 

 

平安時代末期から鎌倉時代初期にかけて

の朝臣であり、源頼朝の側近であった大江広

元。今回は大江広元に焦点をあて、中世の津

島の成り立ちについて、様々な観点から考察

します。 

夜空を見上げて・・・ 
今年の中秋の名月は、９月８日。のんびり夜空を見上げて、 

真ん丸に満ちた美しいお月さまを眺めてみましょう。 

●『てっぺんで月を見る 沢野ひとし・山の劇場』 

沢野ひとし/著 山と渓谷社 786サ 

●『人は月に生かされている  

再生する月・甦るいのち』 

志賀勝/著 新曜者 446.0 シ 

●『月のきほん ＭＯＯＮ ＧＵＩＤＥ』 

白尾元理/著 誠文堂新光社 446シ 

企画展示 

「与謝野晶子と白蓮の短歌展」 

＊9月１日より開催予定 

場 所 津島市立図書館 １F展示コーナー 

今年６月、津島市内の「まのや」（津島神

社近くの洋食店）で、与謝野晶子の短歌５首、

白蓮の短歌７首が発見され、大きく報道され

ました。 

近代日本を代表する女流歌人の貴重な作

品を今回特別に借用し展示します。作品の内

容や筆遣いなど、どうぞ間近でご覧下さい。

※手に取ってご覧頂けるよう、作品のレプリ     

カも用意します。 

 

●『にっぽんの歳時記ずかん』 

平野恵理子/著 幻冬舎 386.1 ヒ 

●『暦の科学 太陽と月と地球の動きから』 

片山真人/著 ベレ出版 449カ 

●『「２４時間」のふしぎ 月と太陽の 

リズムを考える』 月光天文台/監修 

 国際文化交友会 463.9 ニ 

 

開館時間のご案内 
９月からは１８時閉館に戻りますので、お気をつけください。 
たくさんのご利用ありがとうございました。 



 
新 着 図 書 

『日本全国ご当地スーパー 隠れた絶品、見～つけた！』 

    菅原 佳己／著 講談社 596ス 

 

 

 

 

 

 

 

 

ベストリーダー 
 先月の利用の多かった本をご紹介します 

 

図書館のホームページをご利用ください 

本の検索や、行事などの予定、図書館員のコラム（「図書館だより」）など、ほぼ毎日更新しています。 

検索メニューが豊富になり、より便利になりました！ キーワードは「津島市立図書館」。 

http://www.lib.tsushima.aichi.jp/toshokan/ 

 

休館日 

２３日（火）（毎月第４火曜日） 

津島市立図書館 

〒496-0854 津島市老松町１－１ 

電話（0567）25-2145 

『５０歳をすぎたら家の整理を始めなさい』近藤典子/著 ← 家のお片付けを通して日々の生活に潤いを。 

『自然と親しむはじめてキャンプ』 ← キャンプ初心者に向けて、行動パターン順にわかりやすく解説。 

『名古屋鉄道のひみつ』ＰＨＰ研究所/編 ←トリビアや新車両の紹介など名鉄に関する情報が満載の一冊。 

『サムライブルーの料理人3･11後の福島から』西芳照/著  ← ザックジャパンを支えた専属シェフの戦い。 

『いますぐ使える！むすび方・しばり方』あたらしいやり方研究会/編 ← 新しい結び方などを紹介。 

『かわいい琳派』三戸信惠/著 ← 人気の高い琳派の名品から、著者が選んだ「かわいい」作品のみを解説。 

『未完の敗者田中角栄』佐高信/著 ← 多くの証言者が語った秘話による、もうひとつの角栄像とは？ 

『糸を手繰れば 結び屋おえん』志川節子/著 ← 人の御縁をつなぐ結び屋を営む主人公を描く時代小説。 

『乗合船 慶次郎縁側日記〔16〕』北原亞以子/著 ← 筆者の絶筆までを収録した入魂のシリーズ最終作。 

『日本国憲法を口語訳してみたら』塚田薫/著 ← 新たに脚注やコラムも加えたわかりやすい日本国憲法。 

 

 日本全国には、その土地ならではの食品や食材がたくさんありま

す。ご当地商品の魅力に開眼した著者の前作『日本全国ご当地スーパ

ー掘り出しの逸品』の二作目ができました。今回巡ったのは３７都道

府県（再訪問含む）で、前作と合わせて全４７都道府県のコンプリー

ト版となっています。 

 今まで普通にスーパーで買っていた商品が、この本に載っているか

もしれませんね。ぜひ、探してみてください。  


